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あゆむ「あれ、ここはこの前、金山峠に 

行く時、通り過ぎたよね。」 

文じい「そう。ここに入ってくるところの

ように広い駐車場もある。」 

ミドリ「うわぁ、昔の大きな家だわ。」 

文じい「“大黒屋
だ い こ く や

”というんじゃ。」 

ふみお「ここは楢
な ら

下宿
げ し ゅ く

というんだよね。」 

あゆむ 「“ならげ”は聞いたことがある。“しゅ

く”というのは何？」 

ミドリ「“宿
しゅく

”は“やど”とも読むよね。」 

ふみお「“宿場
し ゅ く ば

”というね。」 

文じい「ここは街道
か い ど う

、つまり昔の道路ということ

だったね。そこで、ところどころに旅
た び

す

る人たちの宿が必要になってくる。」 

ミドリ「宿
や ど

を並べたから宿場
し ゅ く ば

と言ったのね。」 

文じい「ここに楢下のようすがわかる看板
か ん ば ん

絵図
え ず

 

    がある。まず、本陣
ほ ん じ ん

。大名つまりお殿様
と の さ ま

 

が泊
と ま

る宿じゃ。次に脇本陣
わ き ほ ん じ ん

。殿様の次 

にえらい方々が泊る宿。あとの家来
け ら い

の 

者たちは、旅篭
は た ご

とよばれる宿じゃ。」 

ミドリ「“問屋
と い や

”というのは？」 

文じい「人々の泊る宿を決めたり、荷物を運ぶ割

ふりをしたりするところじゃ。」 

ミドリ「大きい家がならんでいるわね。」 

文じい 「この角
か ど

の家は丹野
た ん の

さんの家。“滝沢屋
た き ざ わ や

”

といって脇本陣じゃった。」 

ミドリ「“滝沢屋”というのは？」 

文じい「屋号
や ご う

といってな、家の呼び名じゃ。」 

ふみお「“大黒屋”も屋号だね。」 

文じい「そう、この“大黒屋”はもと、向 

かいの粟野
あ わ の

さんの家だったのだが、 

市の文化財としてこちらに移して、 

     家を新しくして住んでおる。」 

ふみお「本陣がここかな。」 

文じい「齋藤
さ い と う

さんの家で、屋号は“塩屋
し お や

”。 

昔は、この倍くらいの大きさだったろ

うな。窓の奥に殿様の名前が書いてあ

る板「宿
や ど

札
ふ だ

」が下がっておる。」 

 

 

 

 

文じい「昔の人で“音羽子（とわ）”という人

が書いたお国替
く に が え

絵巻
え ま き

に絵がある。」 

 あゆむ「おもしろい絵だね。」 

ミドリ 「次は、脇本陣“庄内屋
し ょ う な い や

”だわ。」 

 

羽州
う し ゅ う

街道
か い ど う

 

楢下
な ら げ
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                   （覗橋） 

あゆむ「おっ、石の橋だ！」 

ミドリ「こういう橋は”アーチ橋”とか言うんじ 

ゃない。」 

あゆむ「よくこれで落
お

ちないんだ。」 

文じい「初めはこわくて渡
わ た

れなかった人もいた 

らしいが、上の重みが両足に分かれるし

くみになっていて、アーチ橋は強い。」 

ふみお「説明板
せ つ め い ば ん

がある。明治 13年にでき、村の 

人々がたくさんお金を出したんだね。」 

文じい 「この橋は『新橋』。向こうの橋は『覗
のぞき

橋
ば し

』

で、明治 15 年につくられたといわれて

おる。 大事にしなければならんの。」 

ミドリ「ここは番所
ば ん し ょ

跡
あ と

だって。」 

ふみお「村への出入り口で、通る人や物を確認
か く に ん

し 

ていたんだよね。」 

あゆむ「こっちに道路が通っている。わざわざ曲
ま

 

がって橋を二つもわたらなくてもよかっ 

たのにな。」 

文じい「ここは後
あ と

から通した道路で、前はコの字 

の形の通りだったのが、ロの字の形につ 

ながったのじゃ。」 

ミドリ「コの形に何か意味があったのかしら。」 

文じい「うむ、殿様が泊
と ま

っているところを守るた 

めで、何かあれば木の橋を落としてしま 

うということも考えていたのかもしれん 

の。」 

文じい「今度は武田家
た け だ け

。今、民具
み ん ぐ

の展示
て ん じ

を準備
じ ゅ ん び

し 

ておる。この先に後から移した“滝沢屋
た き ざ わ や

” 

がある。木村さんに案内してもらおう。」 

 

あゆむ「木村さんの説明は迫力
はくりょく

があったな。」 

ふみお「元屋敷
も と や し き

や流
な が

れ町などから移
う つ

って宿場がで 

きたのがわかった。」 

ミドリ「それに、洪水
こ う ず い

の後に屋敷
や し き

が移されてでき 

    たから新町なのね。」 

文じい「番所も宿場のできごとと共に移ったよう

だ。」 

あゆむ「洪水といえば、川や橋も大変だよね。」 

文じい「その通り。こわれた所をなおすのに大変 

な苦労を重ねてきた。」 

ふみお「苦労と言えば、“助郷
す け ご う

”のことも大きな

問題だったんだね。」 

文じい「そう、宿場は泊めるという役目と物を運 

んで次の宿場まで届
と ど

けるという役目があ 

った。」 

ふみお「それで人や馬が必要なんだ。」 

文じい「そう。ところが楢下に用意している人や 

馬では何百人という殿様の行列が通る時 

などにはとても足りるものではない。」 

あゆむ「えっ、それじゃどうしたの？」 

ミドリ「それでまわりの村に助けてもらう。だか

ら“助郷”なのね。よかったよね。」 

文じい「いやいや、それが、春の忙
いそが

しい時に人も

馬も取
と

られては大変だ。それでいろんな

もめごとが多かったのじゃ。」 

ふみお「宿場はそれを乗
の

り越
こ

えてきたんだね。」 

ミドリ「景色
け し き

の美しさだけではないのね。」 

文じい「ふむ、橋や“山田屋”の石垣
い し が き

などを見て

いると、苦労と工夫の歴史がしみじみと

感じられるのう。また来てみよう。」 
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